






















































伊 木 保 雄
ファブリ･ペロー干渉計で得られる干渉図形とスペクトルの関係を積分方程式とみなし,ヒ
ルベルト･シュミットの解法を用いて解き,従来の方法より高分解能のスペクトルの再生が可
能であることを,遠赤外広帯域の場合と可視域超高分解の場合について計算機実験で示す｡
特に,前者では,ファブリ･ペロー干渉計を構成する二枚の反射膜の遠赤外域での特性を加味
した,より一般的な解法を試み,後者では,可視領域 20000crli11(5000Å)で分解能 0｡00368
cml (0.00092Å)のスペクトル線プロファイルの再生が手元の小さな計算機ででも可能であ
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